
白内障との同時手術で、点眼薬治療をサポート

初期の緑内障手術として注目　
目に負担の少ない「アイステント手術」

る
手
術
（
濾
過
手
術
）
が
実
施
さ
れ

て
き
た
。
眼
圧
を
下
げ
る
効
果
は
高

い
が
、
眼
球
の
切
開
範
囲
が
大
き
く

縫
合
も
必
要
だ
。

　

そ
こ
で
近
年
、
傷
口
が
小
さ
く
患

者
の
目
へ
の
負
担
が
小
さ
い
緑
内
障

手
術
（
低
侵
襲
緑
内
障
手
術
）
が
出

て
き
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
患
者
の
負

担
が
小
さ
く
〝
極
低
侵
襲
緑
内
障
手

術
〞
と
も
い
え
る
の
がiStent

（
ア

イ
ス
テ
ン
ト
）
と
呼
ば
れ
る
チ
タ
ン

製
の
極
小
の
管
を
使
っ
た
手
術
だ
。

2
0
1
6
年
に
承
認
さ
れ
た
手
術

で
、
長
さ
１
mm
の
L
字
形
の
ス
テ
ン

ト
を
線
維
柱
帯
に
1
個
埋
め
込
む
こ

と
で
房
水
の
排
出
を
促
す
。
東
京
女

　

緑
内
障
と
は
、
な
ん
ら
か
の
原
因

で
視
神
経
が
障
害
さ
れ
、
そ
れ
に
よ

り
、
視
野
が
欠
け
る
病
気
。
進
行
を

抑
制
す
る
に
は
、
眼
球
内
部
の
圧
力

（
眼
圧
）
を
下
げ
る
こ
と
が
必
要
だ
。

そ
の
た
め
、
眼
球
の
内
部
を
満
た
す

房
水
の
流
れ
を
調
整
す
る
。

　

治
療
は
眼
圧
を
下
げ
る
点
眼
薬
が

中
心
で
あ
り
、
第
一
選
択
。
1
剤
で

済
む
人
も
い
れ
ば
、
2
剤
、
3
剤
を

組
み
合
わ
せ
る
場
合
も
。
点
眼
薬
だ

け
で
は
症
状
が
悪
化
し
た
場
合
、
点

眼
薬
の
負
担
を
減
ら
し
た
い
場
合
に

は
手
術
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
房
水
の

排
出
路
で
あ
る
線
維
柱
帯
の
一
部
を

切
り
取
り
、
別
の
排
出
路
を
形
成
す

子
医
科
大
学
東
医
療
セ
ン
タ
ー
眼
科

教
授
の
須
藤
史
子
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
の
研
究
で
、
点
眼
薬
1
剤
分
程
度

の
眼
圧
を
下
げ
る
効
果
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
評
価
す
る
。

　

そ
し
て
2
0
1
9
年
10
月
に
は
、

よ
り
小
さ
な
新
型
の
ス
テ
ン
ト
を
線

維
柱
帯
に
2
個
挿
入
す
る
手
術
方
式

が
厚
生
労
働
省
に
承
認
さ
れ
た
。
排

出
路
が
2
つ
に
な
る
た
め
、
効
率
的

に
眼
圧
を
下
げ
ら
れ
る
。「
旧
型
の
ア

イ
ス
テ
ン
ト
よ
り
有
効
性
が
高
い
と

の
報
告
も
あ
り
ま
す
」
と
須
藤
さ
ん
。

　

た
だ
、
製
品
や
治
療
方
法
に
関
す

る
講
習
を
受
け
、
一
定
の
経
験
と
技

術
が
認
め
ら
れ
た
医
師
し
か
施
術
で

き
な
い
＊
。
ま
た
白
内
障
の
手
術
と

同
時
に
行
わ
な
い
と
保
険
適
用
に
な

ら
な
い
。
ア
イ
ス
テ
ン
ト
は
白
内
障

手
術
（
眼
内
レ
ン
ズ
に
よ
る
水
晶
体

再
建
術
）
の
と
き
に
行
う
こ
と
で
、

目
の
加
齢
性
疾
患
に
一
度
に
対
処
で

き
る
医
療
と
し
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

費
用
は
自
己
負
担
3
割
の
場
合
、

白
内
障
手
術
込
み
で
1
眼
約
10
万

円
。
須
藤
さ
ん
は
「
既
に
白
内
障
手

術
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る
患
者
さ
ん

に
は
行
え
ま
せ
ん
。
同
時
手
術
を
受

け
ら
れ
る
の
は
『
人
生
で
ワ
ン
チ
ャ

ン
ス
』。
白
内
障
手
術
を
受
け
る
と

き
に
、
ア
イ
ス
テ
ン
ト
治
療
に
知
識

の
あ
る
眼
科
医
に
相
談
を
」
と
語
る
。

日本人の中途失明原因のトップ、緑内障。最近は、軽度から中等度の緑内障向けの、目に負担の少
ない手術も登場。その一つ、白内障手術と同時に行うアイステント手術を紹介する。
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＊この条件を満たしアイステントを使用している施設はGlaukos社のホームページ
（https://www.glaukos.com/ja/）で確認することができる。
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Keyword 緑内障の治療

緑内障による視野の消失

2019年に承認されたアイステント

視野が欠けていっても、両目で見ると異常に気づかないことがほとんどだという。

毛様体で作られた房水
（青矢印）は、隅角にある
線維柱帯を通って眼球の
外の静脈に排出される。

左が2019年に承認された「アイステント インジェクト ダブ
リュー」。アイステントの筒の中を房水が通り、眼圧が下がる
効果が期待できる（右上）。新型ステントの大きさは0.36mm
ほど。アイステントの耐久性に関するデータはないが、「生体
適合性の高い材質であり、長期間の留置でも問題ないと考え
られる」（Glaukos社）という。（画像3点提供／Glaukos社）

アイステント手術のポイント
●傷口が小さく目への負担が少ない
●緑内障の初期～中期が適応
●点眼薬を減らせる可能性

●施術できる医師が限られる
●白内障との同時手術でないと
　保険適用外

初期 中期 末期

2個で
この大きさ
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